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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
給水管及び／若しくは蛇口に取り付けた永久磁石のＮ極同士を相対させて、前記給水管及
び／若しくは蛇口の内部に斥力磁場を誘導したところに、前記永久磁石表面に近接させた
ゲルマニウム内在黒雲母から放射される遠赤外線を作用させることを特徴とする導管内流
水活性化方法。
【請求項２】
前記ゲルマニウム内在黒雲母は、粉末として永久磁石表面に塗装付着させ、又は強磁性体
板に塗装付着させて永久磁石に吸着させて用いるか、又は粉末若しくは顆粒として永久磁
石表面と可動的に接触させて用いるか、あるいは強磁性体粉末と共存させて加工し、着磁
させたボンド磁石成型物として用いることを特徴とする請求項１記載の導管内流水活性化
方法。
【請求項３】
ゲルマニウム内在黒雲母を付着させた永久磁石１を略Ｕ字状型の保持材４内面に設置して
保持助材３で該磁石上面端部を押着してなることを特徴とする導管内流水活性化器具。
【請求項４】
前記永久磁石は、ゲルマニウム内在黒雲母粉末と樹脂系塗料とを焼き付け処理し、次いで
塗膜を付着させたものを磁力で吸着させた磁性体板からなる永久磁石であることを特徴と
する請求項３記載の導管内流水活性化器具。
【請求項５】
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ゲルマニウム内在黒雲母顆粒と永久磁石とを箱形保持材１１内に接触充填させたことを特
徴とする導管内流水活性化器具。
【請求項６】
ゲルマニウム内在黒雲母粉末と強磁性体粉末とを共存させて加工し、着磁させたボンド磁
石成型物からなる角状帯からなることを特徴とする導管内流水活性化器具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、導管内流水活性化器具に関し、さらに詳しくは、遠赤外線の放射と磁気斥力を
組み合わせて利用した流水活性化器具に関する。
【０００２】
【従来の技術】
我々の住む地球の中では、特に文明国において水資源の枯濁が心配され、一方でまた、河
川の水、雨水共に汚染が進んでいる現状があり、それらの水を集めて多くの人に供給する
安全な水道水をつくるためには、殺菌剤や不純物吸着剤、PH調整剤等の化学薬剤を相当量
使用しなければならない。
【０００３】
また、工場の装置や職場環境の清掃等に使用する中水や農業、漁業などで使われる間近に
ある淡水や海水も注意を払わないと使用してかえってマイナスの結果を生むことがある。
【０００４】
これらのことから、飲料水だけでもより安全なものにしたり、また、おいしく感じるもの
にしたいという要求が高まり、飲用時にカルシウムイオンを投入して殺菌後の塩素イオン
を除去したり、逆浸透膜を用いて、雑菌の通過を阻止したり、あるいはまた活性炭によっ
て混有不純物を吸着させたりすることが各方面で行われている。
【０００５】
一方、水に直接接触せずに、水を改質させる方法として古くから給水管や蛇口に一個また
は複数個の永久磁石を取り付けて、磁場内で水分子に電荷を持たせることを目論んだり、
磁力と遠赤外線放射物質とを組み合わせて、その現象を助長させようとする装置が考えだ
されたりして来ている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、前述した各種の化学的処理方法では、処理材料の性能劣化があり、その都
度調整、補充する手間があって、その目安を見ることが難しく、かつ、煩わしい。また、
磁力や遠赤外線を利用する物理的処理方法では、目に見えた効果を得るためには、流水中
にも磁場をつくる必要から、かなり強い磁力を有する永久磁石を使用しなければならない
ので、装置の取り付けに留意しなければならず、しかも、取り付け後も装置全体の強い残
留磁束密度が周辺のIC関連精密機器類の正常作動を妨げる心配があるなどの問題点があっ
た。
【０００７】
さらには、公知の永久磁石の組み合わせ及びそれに加えて遠赤外線放射物質を付属させた
磁気水活性化装置では、水に作用する磁力範囲が狭く、したがって、水を変質させる効率
が悪いために、管内の清浄化のためには都合良いが、装置部分を通過して出た流水の性質
は短時間で原水と変わらないものになってしまうという難点があった。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
本発明者らは、上記課題を解決する目的で、簡便な取り付け操作でかつ、長期に亘る性能
安定性が得られ、しかも人、環境に対して悪影響を与える心配のない導管内流水活性化器
具をつくり出す研究を鋭意行った結果、限定された極の表面に固有の低温条件下遠赤外線
放射物質を付与させた永久磁石を相対させて給水管及び／若しくは蛇口に固定させた後に
、水を流すと化学的処理を一切付滞させることなしに、効率良く水が活性化され、しかも
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、その状態が長時間持続するという知見を得て、本発明に到達した。
【０００９】
すなわち、本発明の第１は、給水管及び／若しくは蛇口に取り付けた永久磁石のＮ極同士
を相対させて、前記給水管及び／若しくは蛇口の内部に斥力磁場を誘導したところに、前
記永久磁石表面に近接させたゲルマニウム内在黒雲母から放射される遠赤外線を作用させ
ることを特徴とする導管内流水活性化方法である。
【００１０】
本発明の第２は、前記ゲルマニウム内在黒雲母は、粉末として永久磁石表面に塗装付着さ
せ、又は強磁性体板に塗装付着させて永久磁石に吸着させて用いるか、又は粉末若しくは
顆粒として永久磁石表面と可動的に接触させて用いるか、あるいは強磁性体粉末と共存さ
せて加工し、着磁させたボンド磁石成型物として用いることを特徴とする請求項１記載の
導管内流水活性化方法である。
【００１１】
本発明の第３は、ゲルマニウム内在黒雲母を付着させた永久磁石１を略Ｕ字状型の保持材
４内面に設置して保持助材３で該磁石上面端部を押着してなることを特徴とする導管内流
水活性化器具である。
【００１２】
本発明の第４は、前記永久磁石は、ゲルマニウム内在黒雲母粉末と樹脂系塗料とを焼き付
け処理し、次いで塗膜を付着させたものを磁力で吸着させた磁性体板からなる永久磁石で
あることを特徴とする請求項３記載の導管内流水活性化器具である。
【００１３】
本発明の第５は、ゲルマニウム内在黒雲母顆粒と永久磁石とを箱形保持材１１内に接触充
填させたことを特徴とする導管内流水活性化器具である。
【００１４】
本発明の第６は、ゲルマニウム内在黒雲母粉末と強磁性体粉末とを共存させて加工し、着
磁させたボンド磁石成型物からなる角状帯からなることを特徴とする導管内流水活性化器
具である。
【００１５】
【本発明の実施の形態】
本発明においては、永久磁石の種類は特に選ばず、フェライト磁石でも希土類磁石でもい
ずれでも良い。さらには、それらの永久磁石粉末とプラスチック若しくはゴムとからなる
ボンド磁石でも良い。
【００１６】
本発明においては、低温条件下遠赤外線放射物質として層間にゲルマニウムを確実に内存
させた黒雲母であることを要する。
【００１７】
本発明においては、相対させる極をＮ極同士とし、その間に働く斥力を流水に作用させる
ことを要する。この場合、流水の種類は限定せず、天然水でも、水道水でも、また、飲用
でない中水でも、海水でも良く、さらに、その中に洗浄剤、防腐剤、防錆剤等を混有する
ものでも良い。
【００１８】
本発明においては、ゲルマニウム内在黒雲母粉末を塗装付着させるための強磁性体板の材
質は特に限定せず、例えば、鉄、コバルト、ニッケル等を含むものが使用される。
【００１９】
本発明においては、Ｎ極同士の斥力を確実に導管内流水に作用させるために、永久磁石を
保持材に固定した部材を最少限２個用意し、かつ、導管の外側でその二つが相対した状態
を形成させることが必要であるが、その場合の相対状態の確保の仕方は、部材間のネジ止
めでも、針金巻きでも、クランプによる方法でもテープ止めでも良く、また、予め一体成
型した固定枠の中に永久磁石のＮ極同士を相対させるように保持させる方法でも良い。
【００２０】
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【実施例】
次に、本発明を実施例、応用実施例及びパネルテスト例によって説明するが、本発明の導
管内流水活性化器具の技術と有用性は以下の具体例だけに限定されるものではない。
【００２１】
【実施例１】
18mm×50mm×43mmの角型に加工した表面磁力４８００ガウスのサマリウム鉄窒素磁石の全
面に対して、平均粒径５μｍのゲルマニウム内在黒雲母粉末（但し、韓国、株式会社曙峰
社製品）６５％を含有するエポキシコートを厚さ５０μｍで施した後、ＳＵＳ３１６Ｌス
テンレススチールとＡＢＳ樹脂とからなる保持材にＮ極を上にして固定した部材を図１に
示すように作成した。
【００２２】
次いで、家庭用ステンレススチール製水道蛇口（但し、外径16mmのもの）を挟んで図１の
部材を２個相対させ、図２のように両端を銅製針金で結んで、本発明の導管内流水活性化
器具を製造した。
【００２３】
【実施例２】
18mm×50mm×43mmの角型に加工した表面磁力４３５０ガウスのネオジウム鉄ボロン磁石を
実施例１と同様にＮ極を上にしてＳＵＳ３１６ＬステンレススチールとＡＢＳ樹脂とから
なる保持材に固定した後、厚さ0.6mmの鉄板（但し、13mm×25mmのもの）に平均粒径５μ
ｍのゲルマニウム内在黒雲母粉末（但し、韓国、株式会社曙峰社製品）６０％と油性１液
型アクリル樹脂系塗料４０％との混合物で焼き付け処理をして、厚さ６０μｍの塗膜を付
着させたものを磁力で吸着させた部材を図３に示すように作成した。
【００２４】
次いで、家庭用ステンレススチール製水道蛇口（但し外径16mmのもの）を挟んで、図３の
部材を２個相対させ、図４ように２箇所をネジ止めして、本発明の導管内流水活性化器具
を製造した。
【００２５】
【比較例１】
実施例１と同様のサマリウム鉄窒素磁石をゲルマニウム内在黒雲母を塗装付着させずに、
ＳＵＳ３１６ＬステンレススチールとＡＢＳ樹脂とからなる保持材にＮ極を上にして固定
した部材を２個作成し、実施例１と同様にして家庭用水道蛇口に相対させて針金で結び付
けた。
【００２６】
【比較例２】
実施例２と同様のネオジウム鉄ボロン磁石をＮ極を上にしてＳＵＳ３１６Ｌステンレスス
チールとＡＢＳ樹脂とからなる保持材に固定した後、厚さ0.6mmの鉄板（但し、13mm×25m
mのもの）に平均粒径５μｍの黒雲母粉末（但し、ペグマタイトから採取した硬度２．７
、比重３．０のもの）６０％と油性１液型アクリル樹脂系塗料４０％との混合物で焼き付
け処理して、厚さ６０μｍの塗膜を付着させたものを磁力で吸着させた部材を２個作成し
、実施例２と同様にして家庭用水道蛇口に相対させてネジ止めした。
【００２７】
【比較例３】
実施例２と同様のネオジウム鉄ボロン磁石をＮ極を上にしてＳＵＳ３１６Ｌステンレスス
チールとＡＢＳ樹脂とからなる保持材に固定した後、厚さ0.6mmの鉄板（但し、13mm×25m
mのもの）に平均粒径５μｍの鉄酸化物及びジルコニウム酸化物を含むシリカーアルミナ
セラミックス遠赤外線放射体粉末６０％と油性１液型アクリル樹脂系塗料４０％との混合
物で焼き付け処理して、厚さ６０μｍの塗膜を付着させたものを磁力で吸着させた部材を
２個作成し、実施例２と同様にして家庭用水道蛇口に相対させてネジ止めした。
【００２８】
【比較例４】
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実施例２と同様のネオジウム鉄ボロン磁石をＳ極を上にしてＳＵＳ３１６Ｌステンレスス
チールとＡＢＳ樹脂とからなる保持材に固定した後、厚さ0.6mmの鉄板（但し、13mm×25m
mのもの）に平均粒径５μｍのゲルマニウム内在黒雲母粉末（但し、韓国、株式会社曙峰
社製品）６０％と油性１液型アクリル樹脂系塗料４０％との混合物で焼き付け処理して、
厚さ６０μｍの塗膜を付着させたものを磁力で吸着させた部材を２個作成し、実施例２と
同様にして家庭用水道蛇口に相対させてネジ止めした。
【００２９】
【実施例３】
25mm×60mm×50mmの角型に加工した表面磁力７５００ガウスのフェライト磁石と平均粒径
１mmのゲルマニウム内在黒雲母顆粒（但し、韓国、株式会社曙峰社製品）２gとをＳＵＳ
３１６Ｌステンレススチールの箱型保持材に充填し、Ｎ極を表面にして、密閉固定した部
材を図５に示すように作成した。次いで、業務用塩化ビニール製水道元導管（但し、外径
20mmのもの）を挟んで、図５の部材を２個相対させ、図６のようにクランプで締め付け固
定して、本発明の導管内流水活性化器具を製造した。
【００３０】
【比較例５】
実施例３と同様のフェライト磁石を２個用意し、それぞれについてＮ極面及びＳ極面が表
面になるように選択して、ゲルマニウム内在黒雲母顆粒（但し、韓国、株式会社曙峰社製
品）２gと共にＳＵＳ３１６Ｌステンレススチールの箱型保持材に密閉固定した後、図７
のように、業務用塩化ビニール製水道元導管（但し、外径20mmのもの）に磁気引力でその
まま固定した。
【００３１】
【実施例４】
平均重合度８００，引張強さ（ＭＰa）４７．７、軟化温度６４℃のエチレン－塩化ビニ
ル樹脂１８重量部、平均粒径５μｍのゲルマニウム内在黒雲母粉末（但し、韓国、株式会
社曙峰社製品）４重量部及び、平均粒径１μｍのサマリウム鉄窒素粉末７８重量部とをブ
ラベンダーに仕込んで混合した後、160～170℃、１５秒の混練条件でカレンダー押出し成
型により幅７mm、厚さ４mmの角状帯を作成し、広い面の裏表がそれぞれＮ及びＳとなるよ
うに、表面磁力１４００ガウスに着磁させた部材に作成した。
【００３２】
次いで業務用ステンレススチール製水道元導管（但し外径20mmのもの）に対して、Ｎ極を
内側にして１５cmにわたって巻き付けた後、図８のように両端を布製ガムテープで固定し
て、本発明の導管内流水活性化器具を製造した。
【００３３】
【応用実施例１】
本発明実施例１～４の導管内流水活性化器具及び比較例１～５の磁気器具をそれぞれ別々
に家庭用若しくは業務用水道装置（但し、水道水原水は全て東京都新宿区内使用のもの）
に取り付けた後、１０分間流水させた後の水検体を１リットル型ビーカーに１kgづつ採取
した。しかる後、各水検体に対して、魚毒性試験用ヒメダカをそれぞれ１０匹づつ入れて
、ビーカー上部をポリエチレンラップで封じ２３℃、５０％RH恒温恒湿条件のところに静
置し、経日的なヒメダカの死亡数を観察した結果を表１に示した。
【００３４】
【表１】
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【００３５】
表１から明らかなように、本発明の導管内流水活性化器具の取り付け箇所を一度通過した
流水は、その後も活性化された状態が長く保持され、動物の生理活性に対して良い方向に
作用することが確認された。
【００３６】
【応用実施例２】
本発明実施例１～４の導管内流水活性化器具及び比較例１～５の磁気器具をれぞれ別々に
家庭用若しくは業務用水道装置（但し、水道水原水は全て千葉県八千代市内使用のもの）
に取り付け、流水直後の水検体を各々２０gづつ１日に２回、腐葉土を１０％配合してい
るポット用栽培土４００gの中にキンギョソウを植えている土の部分にそれぞれ別々に散
布した。しかる後、経日的な観察を行い、花の開いた日を調べた結果を表２に示した。
【００３７】
【表２】
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【００３８】
表２から明らかなように、本発明の導管内流水活性化器具の使用は、植物の生理活性に対
しても良い方向に作用する水をつくることが確認された。
【００３９】
【応用実施例３】
本発明実施例１～４の導管内流水活性化器具及び比較例１～５の磁気機器をそれぞれ別々
に家庭用若しくは業務用水道装置（但し、水道水原水は全て千葉県千葉市内使用のもの）
に取り付けた後、流水直後の水検体を１リットル型ビーカーに５００gづつ採取した。し
かる後、水温を２０℃に調整した状態で各水検体にそれぞれプチトマトを５個づつ投入し
、３０分間浸漬させたものを切断して、抽出した液の糖度をアタゴ手持屈折計で調べ、平
均値を算出した結果を表３に示した。
【００４０】
【表３】
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【００４１】
表３から明らかなように、本発明の導管内流水活性化器具の使用は、集荷後の野菜に対し
ても商品価値を高める作用が一段と勝れていることが確認された。
【００４２】
【パネルテスト例】
以下にパネルテストを行った結果を示す。
【００４３】
【パネルテスト例１】
家庭若しくは職場で炊飯及び食事をしている２０～７０才の男女１００名を無作為に選ん
で対象者とし、水道水原水（但し千葉県千葉市内使用のもの）と本発明実施例１～４の導
管内流水活性化器具及び比較例１～５の磁気器具をそれぞれ別々に取り付けた水道装置か
ら流水させた水検体を１種について１０個の電気釜に各々１．５リットルづつ５回注入し
て、白米（但し、ちばコシヒカリ）３００ｇを研ぎ、直ちに炊飯してもらった。しかる後
１種の炊飯米について各々１０人に試食してもらい、食前の炊飯米の外観と食感について
回答してもらった結果を、以下に示す判定基準にしたがって表４に示した。
【００４４】
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（１）炊飯米の外観
次の判定基準とした。
Ａ・・・１０人の試食者全員が、真白い炊き上がり状態であると判定したもの。
Ｂ・・・１０人の試食者中７～９人が、真白い炊き上がり状態であると判定したもの。
Ｃ・・・１０人の試食者中５～６人が、真白い炊き上がり状態であると判断したもの。
Ｄ・・・１０人の試食者中６人以上が、黄ばんだ状態で炊き上がっていると判断したもの
。
【００４５】
（２）食感
次の判定基準とした。
Ａ・・・１０人の試食者全員が、ごはんが特においしいと感じたもの。
Ｂ・・・１０人の試食者中７～９人が、ごはんが特においしいと感じたもの。
Ｃ・・・１０人の試食者中５～６人が、ごはんが特においしいと感じたもの。
Ｄ・・・１０人の試食者中、ごはんが特においしいと感じた人が４人以下のもの。
【００４６】
【表４】

【００４７】
表４からわかるように、本発明の導管内流水活性化器具を通過してなる流水は、食品の製
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【００４８】
【パネルテスト例２】
１６～７５才の男女１００名を無作為に選んで対象者とし、水道水原水（但し茨城県日立
市内使用のもの）と本発明実施例１～４の導管内流水活性化器具及び比較例１～５の磁気
器具をそれぞれ別々に取り付けた水道装置から流水させた水検体を１種について１０個の
家庭用浴槽に各々１５０リットルづつ注入した後、加熱して、内温を４０℃とした。しか
る後、１種の加熱水検体について各々１０人に入浴してもらい、入浴時の雰囲気及び入浴
後の自然冷却１０時間後の排水浴槽の状況について回答してもらった結果を、以下に示す
判断基準にしたがって表５に示した。
【００４９】
（１）入浴時の雰囲気
次の判定基準とした。
Ａ・・・１０人の入浴者全員が、お湯が柔らかく感じて、気持ちが良いと判断したもの。
Ｂ・・・１０人の入浴者中７～９人が、お湯が柔らかく感じて、気持ちが良いと判断した
もの。
Ｃ・・・１０人の入浴者中５～６人が、お湯が柔らかく感じて、気持ちが良いと判断した
もの。
Ｄ・・・１０人の入浴者中、お湯が柔らかく感じて、気持ちが良いと判断した人が４人以
下のもの。
【００５０】
（２）自然冷却１０時間後の排水浴槽の状況
次の判定基準とした。
◎・・・１０人の入浴者全員が、浴槽内壁に汚れが全く付いていないと判断したもの。
○・・・１０人の入浴者中７～９人が、浴槽内壁に汚れが付いていないと判断したもの。
△・・・１０人の入浴者中５～６人が、浴槽内壁に汚れが付いていないと判断したもの。
×・・・１０人の入浴者中、浴槽内壁に汚れが付いていないと判断した人が４人以下のも
の。
【００５１】
【表５】
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【００５２】
表５からわかるように、本発明の導管内流水活性化器具を通過してなる流水は、人の健康
生活にとって欠かせない入浴及びその後の浴槽掃除作業において極めて良い状態になって
いることが確認された。
【００５３】
【発明の効果】
本発明の導管内流水活性化方法における導管内流水活性化器具は、磁力のうちのＮ極同士
の斥力を利用し、その磁界内に、人の健康に益するといわれる有用元素のゲルマニウムを
内在させた低温条件下遠赤外線放射型黒雲母を置いてエネルギー伝搬させることよりなる
物理作用応用器具であり、本発明器具を単に導管の外側に取り付けるだけで、他に水に対
して一切の化学物質を添加せず、また、消費材を共存させる必要もなく、半永久的に使用
できるものである。
【００５４】
よって、本発明を実施することにより、簡便にかつ低コストで、安心感をもって、生理活
性の高い、良い水を常時再現性良く製造し得るので、飲用をはじめとする家庭用生活水は
もとより工業用洗浄水、農業向け栽培用水、漁業向け養殖用水等の改質に大いに役立つ。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明実施例１の導管内流水活性化器具部材の斜視図である。
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【図２】実施例１において本発明の流水活性化器具をステンレススチール製水道蛇口に取
り付けた断面図である。
【図３】本発明実施例２の導管内流水活性化器具部材の斜視図である。
【図４】実施例２において本発明の流水活性化器具をステンレススチール製水道蛇口に取
り付けた断面図である。
【図５】本発明実施例３の導管内流水活性化器具部材の斜視図である。
【図６】実施例３において本発明の流水活性化器具を塩化ビニール製元導管に取り付けた
断面図である。
【図７】比較例５の磁気器具を塩化ビニール製元導管に取り付けた断面図である。
【図８】実施例４において本発明の流水活性化器具をステンレススチール製元導管に取り
付けた斜視断面図である。
【符号の説明】
１・・・永久磁石
２・・・ゲルマニウム内在黒雲母
３・・・保持助材
４・・・保持材
５・・・器具取り付け固定用針金
６・・・導管
７・・・鉄板
８・・・器具取り付け固定用ネジ
９・・・器具取り付け固定用クランプ
１０・・器具取り付け固定用接着テープ

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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